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多くの皆さんが組合に加われば、厳しい職場も変えられます！
組合交渉がなければ、労働条件は当局提案どおり切下げられるだけ

給料表の県独自号給の廃止、再任用給与の格付けの改悪、忌引の改悪を当局はあきらめていません！
　県労連は12月20日、2017年確定闘争について大綱妥結しましたが、あらためて「組合交渉がなければ悪くなるだけ」ということが明らかになりました。

一番損をするのは若年者
当初当局は、「行政職（１）・研究職給料表の2級昇格メリットを今年度で廃止する」＝「大卒新採用4年以下の職員は生涯賃金が大幅に削減される」と提案しました。

これに対して組合は、「何の経過措置もなく労働条件を大幅に引き下げることは認められない。」、「若手職員やこれから神奈川県に就職しようという若者に対するマイナスメッセージだ。」、「今でも採用辞退者が4割近くいる中で、就職希望者が減るだけでなく、若手職員の転職を誘発する。」、「神奈川県の人材確保の競争相手は、地域手当の高い東京都や23区であり、むしろ処遇も引き上げるべきだ。」などと強く迫りました。

その結果、廃止は阻止できなかったものの、4年間の激変緩和措置を行うこととなりました。

組合としては、激変緩和措置があっても廃止である以上、マイナス効果は避けられないことから、来年の人事委員会勧告に向けて、「人材確保」の視点から、東京都や23区を上回る処遇の引き上げを求めて、当局や人事委員会にも働きかけていきます。

これからも様々な形で、労働条件の引き下げや改悪の提案は避けられません。そこで何の抵抗もなければ、一番被害を受けることになるのは、今後の県職員生活が長い若手職員です。

したがって、組合に加入するメリットを一番受けるのも、若手職員の皆さんということです。

給料表独自号給の廃止、フルタイム再任用

職員の賃下げ問題は来年が正念場
当初当局は、「国や他県を上回る制度」、「ラスパイレス指数を引き上げている」として、給料表の県独自号給の廃止を提案しました。

また、フルタイム再任用職員の格付けについて、「５級は本庁ではＧＬを補佐するポスト、出先は班長のポストで、今後希望する人が増えるのでポストを用意できない。」「現在のフルタイム再任用で5級の仕事をしていない職員がいる。」として、「フルタイムは4級を基本とする。」＝月額で15,100円の引下げを提案しました。

今年の確定闘争においては、組合の強い反発により「引き続き話し合う」として実施は阻止しましたが、来年度の大きな課題です。

特に再任用の格付け問題は、来年9月までに決着をつける必要があり、現在の再任用職員はもとより、退職を控えた高齢層職員の組合への結集が重要です。
「時間外の実態踏まえた人員配置を行う」

～基本要求回答交渉で当局が明言
12月26日の自治労県職労基本要求回答交渉において当局は、「時間外の実態を踏まえた人員配置を行うため、現在各局で調整中。」と回答しました。

また、確定交渉でも確認しましたが、「働き方改革」についての労使協議の場を設置することを改めて確認しました。

これはこの間、自治労県職労が「現在の過重労働の実態は、これまでの人員削減が大きな原因の一つであり、『働き方改革』を進めるためには人員増は不可欠。」、「総務省通知のとおり、職場ごとの長時間労働の実態をパソコンのログ等を活用して把握し、職場ごとに原因を検証し、改善策について労使で話し合う機関を設置すべきだ。」との主張に応えたものです。

　昨年の電通での過労自死事件以降、社会的にも大きな問題となっていることも背景としてありますが、労働組合の運動があったからこそ、当局を「人員削減路線」から転換させることができたと思います。

　ただ、当局が人員配置に時間外勤務の実態を踏まえたことは評価できますが、問題はその人数です。

　ぜひ職場から、具体的な必要人数を組合に伝えてください。職場実態を根拠として、過重労働が解消されるよう、自治労県職労は労使協議に臨みます。

＜12/26 基本要求回答交渉＞
	要求・課題
	労務担当局長の回答要旨

	過重労働の撲滅・

働き方改革
	・長時間労働を是正し、いきいきと高いモチベーションを維持しながら、職員一人一人に能力を発揮してもらうためにも、全庁をあげて働き方改革に取り組む。

・時間外勤務の縮減については別途労使協議の場を設け、意見交換しながら、よりよい方策を作っていきたい。

	適正な人員配置
	・県政が直面する課題、県民生活に深く関わる喫緊の課題を的確にスピード感をもって進めるため、優先度の高い施策に重点配置することが必要。行革大綱に基づいて総合力・質的向上を高めるなか、限られた人材で職務を効果的、効率的に行う。

・退職補充と欠員解消の観点から採用計画を立てる。長期雇用にこだわらず、任期付、非常勤など多様な任用形態で幅広いニーズに対応。

・時間外の実態を踏まえて人員配置を指示、来年度は定数調整の中に組み込んだ。

・一般職について平成27年度は前年度を4割上回る採用、28年度は前年度を1割上回る採用、29年度は前年度とほぼ同規模の採用を行い、欠員の解消に努めている。

・職業訓練指導員については、新採用者を多くすると、職員の質と人材育成の課題に直面するため、任期付、臨任を配置しながら体制の整備を図る。四校の再編が終了したので、計画的な人員配置が進んでいくと考える。

	昇任・昇格
	・考え方の基本は、職員が相当長期にわたって安定して勤務成績を上げ、より困難で責任の重い職務など、上位の職に求められる役割を果たすことが十分期待できる場合に行われるもので、能力や実績に基づき任命権者が行うものである。

・全国的に見ると県は、5級（副主幹級）以上の職員数が多い。

	メンタルヘルス対策
	・産業医の専任化に関しては、引き続き人材の確保について努力する。
・メンタルヘルス不調を未然に防止するために、ストレスチェックを実施。早期発見・早期ケア対策として精神科医が出先で出張相談も実施している。

・今後もプライバシーに配慮し、必要な対策を講じる。

	労働安全衛生
	・安全衛生等の問題については、法の精神に基づき措置してきたところであり、今後も同様の考え方で対処していきたい。

・今後とも関係法令を遵守し、安全で衛生的な職場環境の整備を行う。
・職員の健康管理については、これまでも意を用いてきたが、充実に努める。
・予算の関係もあるが、庁用自動車について必要な更新をするよう担当課に伝える。

	行政システム改革
	・指定管理者制度導入から10年が経過。平成28年度に制度運用の指針を改正した。

	ノーマライゼーション
	・障害者の雇用等については、可能な限り努力してきたところであり、今後も同様に対処していきたい。

・要求が出ている項目については、ひとつひとつ検討していく。
・加齢に伴う障害の重度化等によるさまざまな課題については、平成24年度に開催した当事者と人事当局との意見交換会で出された意見も参考にしつつ、意向申告や面接で聴取した個別事情に配慮しながら対応していく。
・電話交換業務への派遣対応の課題については、現状を確認し、検討している。

	システムの不具合
	・正常化に向けて努力、操作性の改善にも努める。年度内を目途に原因と責任の所在を明らかにし、再発防止に努める。



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































